
平成 20年 度 博 士前期課程学位論文要旨

学位論文題名 (注:学位論文題名が欧文の場合は和訳をつけること)

調理活動から見た統合失調症者の遂行機能に関する研究

一補助教材としてのクッキングカー ドの有効性について一

本研究の目的は,統 合失調症者を対象にクッキングカー ドが調理活動に及ば

す影響について検討することである.対 象者は 67歳 以下で,ク ロルプロマジ

ン換算で 1000mg/日以下,WAIS一Rで 80点 以上などの条件を満たす統合失調症

者 9名 に対し 2回 の調理活動を実施した.調 理活動の所要時間,対 象者からの

質問回数,研 究者の介入回数,エ ラー数を記録し分析した。

その結果,ク ッキングカー ドの使用によリエラー数を有意に減らすことが示

され,手 順の間違いを認識し,行 動の修正を促す傾向が示唆された。また,調

理経験の有無によって 2群 に分け,分 析を行った結果,未 経験者がクッキング

カー ドを使用した時と使用しなかった時を比較すると,使 用時にエラー数を減

らす傾向が認められた。クッキングカー ドは未経験者に対して調理活動を補助

する教材として有効であると示唆された。
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